弐段
＜上段＞

１．弓道のよいと思うことを述べなさい。

２．弓道が他のスポーツと異なる点について述べなさい。

　弓道は日本古来の武道であり、長い歴史と伝統を誇るスポーツである。

　とくに体（健康）と技（技術）と心（精神）の調和と発達を目指すことのできる、これからのスポーツとして理想的なものといえる。

　　まず第一の健康については老若男女を問わず参加でき、その体力に応じて加減しつつ、姿勢・筋力・心肺機能の増強や正しい発達を促すものである。

　　また、技術についても、その能力に応じて修練したり目標達成への努力が限りなく可能なスポーツである。

　　精神的な面では、一般に武道や他のスポーツにおいても、｢礼に始まり礼に終わる｣ということばは使われているけれども、真に弓道こそ、この言葉の発祥であり、また、神髄であるということを実感する。
弓道の練習を通じて、落ち着いた心や困難なことにも負けない心、積極的で建設的な気持ちを養い、これを日常の生活にも活かせるようにすることが可能なスポーツが弓道であると信じている。
　　いずれにしろ、心技体の修練を日常生活から、家庭や社会生活など全般につなげる典型的なスポーツだと思う。
　　弓道は日本古来の武道であり、長い歴史と伝統を持っています。

　　私が思うに、弓道は生涯スポーツになりうるという大きな特性を持つと思います。弓道は老若男女問わずに参加でき、その体力に応じてそれぞれのペースで姿勢・筋力・心肺能力の増強や発達を促すものだからです。またその修練の姿は『静』と『動』を兼ね備えた美しいものであることも大きな特徴です。また技術においても、その能力に応じて修練を積み、目標達成への努力が限りなく可能であることが挙げられます。

　　精神的な面においては、どのスポーツよりも『礼』という点が重視されています。練習を通じて、他者へのあいさつなどといった礼、平常心や諦めない心などの強い心を養い、それを日常生活へと生かせることができることが可能なスポーツだと思います。このように、心技体の修練を日常生活にもつなげることができるスポーツであることも特徴の一つとして挙げられると思います。
３．あなたが弓道修練の目標としているところを述べなさい。

４．あなたが審査を受ける目的について述べなさい。

５．弓道を修練して感じたことを述べなさい。
　　私は弓道を練習し始めてまだ四年くらいであるが、今までいろいろのスポーツを経験したがこの弓道のみはまた違った強烈な印象を受けた。

　一つは体力的には大きな負担がないこと。したがって私のような老齢者（69歳）でも、女性でも十分弓道を修練すれば、その真義の一端にふれることが可能である点である。とくに近来、古来の礼儀作法や精神が忘れられがちな近頃の若者には、弓道の修練を通して日本古来の伝統を経験することにより精神的にもよい勉強になると思う。

　また弓道を修練をしている過程では、的にあてるという簡単な動作にもかかわらず、無数の勉強しなければならない行為が含まれている。またその動作は総て精神的な自己との闘いによる修練が裏付けられていないと、簡単な動作といえども安定した最終目的の射にはつながらないということである。

　とくに私が強く感じるのは射法八節の規矩の見事さは、他のスポーツでは味わえない深みのある教えであると思う。一つ一つの教えはまことに見事にその真髄を突いており、理論的にも一寸の隙もないといえようか。単なる足踏み、あるいはその他何をとってみても、これを精神のこもった完璧なものに習得するのは口で言うことはたやすく頭で理解し得ても、また一回だけ偶然にできても持続して完全に己のものにするには、並大抵の努力では達し得ないのではないかとすら恐れる。
　　残念ながら私が弓道を修練し始めてからまだ数年。また私の年齢でこれから何年修練ができるだろうか。ただただ遅きに失した感があるが、残る余生の中で目標を持って弓道修練に励むことができる幸せをかみしめながら、継続は力なりと考え毎日の修練を行なう覚悟である。

６．あなたが弓道を学んで得たものを述べなさい。

７．正しい射法はいかに大切かを述べなさい。
　弓道を学ぶ上で、はじめに射法八節――足踏み、胴造り、弓構え、打ち起こし、引き分け、会、離れ、残心（身）から始めるが、これらの内容を正しく理解することにより動作がしかるべくスムーズに進行できるようになる。これにより射に対し、生気体が生まれ、品位・品格が出てくる。このようになれば「正しい射形」が自然に身についてくるものである。「正しい射形」ができなければ、射形だけにとらわれ体配もおろそかになり、死気体が生まれてくる。

　射法―射義や吉見順正氏の射法訓のような遺訓のごとく射に対する道を正しく理解し、己を自己統括すれば自然に中たりもついてくる。正しい射形を追求することは、己に向き合うことでもあるので、しっかり対処していきたい。
＜下段＞

１．射法八節を列記し、足踏みの重要性について述べなさい。

　　足踏み、胴造り、弓構え、打ち起こし、引き分け、会、離れ、残心（身）を射法八節という。

　　「足踏み」は、弓を射る場合、最初の基礎となるものなので、これをおこたってしまっては、次に行なう「胴造り」も、しっかりできなくなってしまう。
　足を踏み開くとき、その角度は約60度、両足先の間隔は、自己の矢束であるのだがこれをしっかりやらない場合、矢飛びなどに影響する。角度60度というのには、男女の差などはない。間隔が広すぎると、左右には強いが、前後に弱くなり、矢飛びが高くなってしまう。逆に間隔が狭すぎると、前後には強いが、左右に弱くなり、しっかり「離れ」ができなくなり、矢飛びが低くなる。

　このことから、最初の「足踏み」ではあるが、最後まで影響を与えるので非常に重要であることがわかる。

２．胴造りの重要性について述べなさい。
「胴造り」は射法八節の中で二番目に位置されています。

　　「胴造り」はこれから射を行う際の大切な準備です。まず足踏みをし、そして腰をすえ足は力まずに、けれども行射に耐えうるよう大地に根ざす木の根のようにします。上半身は腰を中心として上方へ伸び合い、身体の縦の線を正しくまっすぐにします。そして心気を丹田に収めます。この胴造りは射の全体を通じて常に大事なもので、胴造りが崩れていると射全体に影響してくるのです。つまり射の基本といってもよいかと思います。

　私も入部した最初に胴造りを教えていただきました。来る日も来る日もやっぱり胴造りで大変つらかったのですが、教本や先生方が「胴造りはもっとも大切。胴造りができないと大きく開く射はできない」とおっしゃったことがやっとわかりかけているところです。

　　基本がしっかりしていないと何もできませんし、胴造りを正しくするには正しく足踏みをしなくてはなりません。胴造りの要点は身体が上からと下から引っ張られているような感じで何にでも対処できうるようにすることで、すべての射の基本ですから決しておろそかにはできません。

３．基本の動作の様式８つを書きなさい。

　・立ち方･･･吸う息で腰を伸ばしつつ、「胴造り」をくずさないように立ちつつ他方の足を揃え、息を吐く。
　・坐り方･･･立った姿勢から、吸う息で足を半足引き、息を吐く。腰が曲がらないように「胴造り」を保ちつつ、吸う息で腰を沈める。引いた足の膝頭を床につけつつ、腰をきめる。

　・歩き方･･･立った姿勢で、目づかいに注意し「胴造り」をくずさず、膝を曲げないよう、なるべく足の裏が見えないよう、呼吸（気息）に合わせて体を運ぶ。

　・停止体の回り方･･･向きを変えようとする方の足の爪先に、他方の足を直角にT字形にかけ、、体を回しながら両足を揃える。

　・歩行中の回り方･･･踏み出した方の足の踵に、反対側の足の踵がL字形になるように動かして向きを変え、他方の足を常のように踏み出して進む。

　・坐しての回り方（開き足）･･･跪坐の姿勢から、吸う息で腰を真っ直ぐに伸ばして息を吐く。ついで右に回る時は左膝を右の膝頭に、なるべく離れないように90度に運び、ついで、左踵に尻をつけるように腰を深く回して向きを変える。
　・礼（立礼・坐礼）…相手に対して恭敬、親愛の心を形として表すことである。時・所・位に対応して行う。

　・揖…立った姿勢、または座った姿勢で、礼の時と同じく呼吸に合わせて上体を約10cm屈し、上に伸びるように起こす。両手は動かさない。
４．「執弓」の姿勢について述べなさい。

　　執弓の姿勢は、弓道の基本の姿勢であるので、体はどこにも力の入るところはなく、両足は平行にそろえ、男子は約３センチほど開き、女子は両足をつけて、真っ直ぐに足裏から項まで体を伸ばす。

　　両拳は、腰骨の辺、腸骨上端を拇指で押さえた位置で、両肘を張り合わせ、目づかいは鼻頭を通して四メートル先におとす。

　　弓の先（末筈）は、体の中央にあって、床上約１０センチくらいに保持し、矢先は弓の先に向かい、延長して弓の末筈と交わること（二等辺三角形）。弓と矢は、水平面に対して同じ角度でなくてはならない。
　　心気を整え、伏さず、反らず、堅からず、緩からず、従容たる自然体で体で弓矢が一体になること。

・矢の持ち方には、矢の射付節を持つ場合と、矢の板付をかくして持つ場合がある。

・執弓の姿勢で立ったとき、行動中も弓の末筈は床上１０センチの高さに保持する。正座または跪座の時は、末筈は床につく。
５．残心（身）がいかに大切か述べなさい。
　　残心は射の総決算であるように思います。残心には会以前の正邪がそのまま表れます。離れの姿勢を崩さず、気合のこもったままに縦横十文字の規矩を堅持しなければなりません。

　　また、残心のあとの弓倒し、物見を静かに戻し、足を閉じる、これらすべて残心に含まれるという気持ちで行わなければなりません。

　　残心は行射のときに限らず、起居進体すべての動作にも大切であり、これらすべての動作の決まるところには気を注ぎ、残心が伴わなくてはなりません。一つ一つの動作の終わりには必ず残心を残し、次の動作に移るように心がければ動作もおのずから生きてくると思います。
